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［目的］植物はゲノム上に最も多くの遺伝子を有する生物種の 1 つである。生合成関

連遺伝子も多数存在し、個々の種が産生しうる二次代謝産物は約 5000 種にも及ぶと

の推計が報告されており、これに基づけば未だ大部分の二次代謝産物が未開拓と考え

られる。キク科 Eupatorium heterophyllum は、葉部と根部とで成分組成が全く異なる種

である。さらに、葉部においては化学的種内多様性の存在が確認されており、主成分

であるセスキテルペンラクトン類の組成が大きく異なる3つのケモタイプが見出され

ている (hiyodorilactone-, eupatoriopicrin-, and melampolide-types)。本研究では、野生の

E. heterophyllum の成分組成の多様性をより詳細に追求することで、新規二次代謝産物

の開拓ならびに成分組成と地域特性との関連性に関する知見の獲得を目指した。 
 
［実験方法］試料採集は、世界有数の植物種の宝庫であり、生育環境も多様な中国横

断山脈地域（主に雲南省・四川省）および重慶市の様々な地点で実施した。採集した

試料をそれぞれ葉と根に分けて抽出し、抽出液の LC-MS 分析を行った。続いて、抽

出物を各種カラムクロマトグラフィーならびに分取 HPLC にて網羅的に分離・精製し

た。成分の構造決定は、二次元 NMR を中心とする各種分光学的手法を用いて行い、

CD スペクトルや計算化学的手法も適用した。 
 
［結果・考察］葉部 8 試料、根部 12 試料の成分について詳細な検討を行った。その

結果、主要成分の組成が過去の報告例とは異なる新たなケモタイプとして、葉部では

complex-type が、根部では thymol-type および intermediate-type がそれぞれ見出された 
(Tables 1 and 2)。これにより根部における化学的種内多様性の存在が初めて示された。

葉と根のケモタイプの対応に規則性が認められないことから、各部位での物質産生は

全く異なる要因により制御されることが示唆された。また、同一ケモタイプ内におい

ても微量成分の組成にはバリエーションが認められ、このうち試料 18 からは 9 種の

新規化合物を含む計 23 種の化合物を単離・構造決定した (Figure 1)。本研究を通じ、

葉と根に共通して得られた成分は stigmasterol のみであった。部位ごとの成分多様化

傾向の違いは、植物生理や適応・種分化の観点からも非常に重要である。 

 
Figure 1. New compounds isolated from sample 18. 
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Table 1. Major components and chemotypes of 8 E. heterophyllum leaf samples. 
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Table 2. Major components and chemotypes of 12 E. heterophyllum root samples. 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 


